
 
                             

令和 8 年 3 月 19 日 

国土交通省関東地方整備局 

企画部 

河川部 

 

技術提案評価型ＳⅠ型の試行工事を発注します。 

～河川工事で初めて総合評価落札方式「技術提案評価型ＳⅠ型」の発注手続きを行います。～ 

 

 関東地方整備局発注のＲ８荒川第二・三調節池基盤整備工事において、関東地方整備局の

河川工事で初めて総合評価落札方式「技術提案評価型ＳⅠ型」による発注手続きを実施しま

す。 

 

  関東地方整備局発注のＲ８荒川第二・三調節池基盤整備工事において、関東地方整備局の河

川工事で初めて総合評価落札方式「技術提案評価型ＳⅠ型」による発注手続きを実施します。 

公共工事の品質確保の促進に関する法律（平成１７年３月３１日法律第１８号）が令和６年

６月に改正され、同法第７条２項および同６項において「価格に加え、工期、安全性、生産性、

脱炭素化に対する寄与の程度その他の要素を考慮して総合的に価値の最も高い資材、機械、工

法等」を、経済性に配慮しつつ採用するよう努めることが発注者の責務とされました。 

 これを踏まえ、一定の範囲内で費用を計上することを前提として、技術提案を求める総合評 

価落札方式「技術提案評価型ＳⅠ型」を今年度から試行しています。 

 本工事（Ｒ８荒川第二・三調節池基盤整備工事）は、長距離の河川土工において、猛暑日を

含む通年で、上下流より並行作業することから、工事現場の安全の確保と施工管理を効率的

に実施できるよう、省力化・省人化を踏まえた自動・遠隔化施工に対する技術提案を求める

ことが有効であることから、総合評価落札方式「技術提案評価型ＳⅠ型」の試行として発注

するものです。 

 

＜発表記者クラブ＞ 竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、埼玉県政記者クラブ  

＜問い合わせ先＞  

関東地方整備局  

電話：０４８－６０１－３１５１（代表）  ＦＡＸ：０４８－６００－１３７５ 

（技術提案評価型ＳⅠ型について） 

企画部 技術調査課 課長補佐 山田（やまだ）  （内線：３２５６） 

（工事内容について） 

河川部 河川工事課 課長補佐 澤野（さわの）  （内線：３７１５） 

 

 



《総合評価落札方式 技術提案評価型 SⅠ型の概要》 

 ○比較的軽微な設計図書の変更（目的物及び発注者指定の仮設物・工法の変更を含む）に 

より、品質・環境・建設現場の安全性・生産性等の更なる向上等や、新技術・工法等の活 

用が期待できる工事に対し、技術向上提案を求める方式です。 

 ○技術向上提案は、発注者が示す上限額の範囲内で提案するものです。工事契約後、発注者 

が技術向上提案を採用する場合は、変更契約し適切に費用を計上します。 

 （参考） 

国土交通省直轄工事における総合評価落札方式技術提案評価型ＳⅠ型の試行 https://www.mlit.go.jp/tec/tec_tk_000152.html 

 

《工事・技術提案評価型 SⅠ型適用の概要》 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

標準断面 

位置図 現地状況 

工 事 名：Ｒ８荒川第二・三調節池基盤整備工事     工事箇所：埼玉県さいたま市西区西遊馬地先～埼玉県川越市古谷上地先 
工  期：契約締結の翌日から令和 10 年 2 月 29 日    工事内容：盛土工 約 152，000ｍ３（盛土、土砂運搬、積込の一連作業） 

 

本工事の予定箇所は、約２．６ｋｍと長距離の施工範囲で、約 152，000ｍ３とい

う大規模土工となり、その作業を上下流より並行作業で行うとともに猛暑日を含む

出水期も通年で施工するものです。そのような現場条件において、現場把握、作業

員の安全把握など施工管理の一元的な管理が必要となる中で、安全の確保と施工管

理をより効率的に行うためには自動施工技術等の普及・促進による省力化や省人化

の向上が重要であると考えます。 

このため、工事現場の安全性の確保と施工管理を効率的に実施できるよう省力化・

省人化を踏まえた自動・遠隔施工に対する具体的な提案を技術向上提案として設定

しています。 

本工事の特徴と課題 

公告：R8.3.19  開札：R8.8.17 

https://www.mlit.go.jp/tec/tec_tk_000152.html

